
中
央
教
育
審
議
会
総
会

「初
等
中
等
教
育
に
お
け
る
教
育
課
程
の
基
準
等
の
在
り方
に
つ
い
て
」諮
問

平
成
26
年
11
月

平
成
26
年
12
月
教
育
課
程
部
会

・教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
を
設
置

平
成
27
年
１
月

教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
（
第
１
回
）

平
成
27
年
８
月

教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
（
第
14
回
）

教
育
課
程
部
会

・「
論
点
整
理
」を
とり
ま
とめ

新
しい
時
代
に
ふ
さわ
しい
学
習
指
導
要
領
の
基
本
的
な
考
え

方
や
、教
科
・科
目
等
の
在
り方
、学
習
・指
導
方
法
及
び
評
価

方
法
の
在
り方
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て
、計
14

回
審
議

論
点
整
理
の
方
向
に
沿
って
教
科
等
別
・学
校
種
別
に
専
門
的
に
検
討

平
成
27
年

秋
以
降

平
成
28
年

教
育
課
程
部
会
又
は
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
て
、審

議
の
ま
とめ

平
成
28
年
度
内

中
央
教
育
審
議
会
とし
て
答
申

（
小
学
校
は
32
年
度
か
ら、
中
学
は
33
年
度
か
ら全
面
実
施
予
定
。高
校
は
34
年
度
か
ら年
次
進
行
に
よ
り実
施
予
定
。）

学
習
指
導
要
領
改
訂
に
係
る
議
論
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

資料２－３



次
期
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
た
検
討
体
制

中
央
教
育
審
議
会
教
育
課
程
部
会

考 え る 道 徳 へ の 転 換 に 向 け た ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

生 活 ・ 総 合 的 な 学 習 の 時 間 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

産 業 教 育 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

小
学
校
部
会

中
学
校
部
会

高
等
学
校
部
会

特 別 活 動 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

教
育
課
程
企
画
特
別
部
会

幼
児
教
育
部
会

特
別
支
援
教
育
部
会

高 等 学 校 の 地 歴 ・ 公 民 科 科 目

在 り 方 に 関 す る 特 別 チ ー ム

体 育 ・ 保 健 体 育 、 健 康 、 安 全 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

情 報 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

芸 術 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

算 数 ・ 数 学 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

理 科 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

家 庭 、 技 術 ・ 家 庭 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

高 等 学 校 の 数 学 ・ 理 科 に わ た る

探 究 的 科 目 の 在 り 方 に 関 す る 特 別 チ ー ム

言 語 能 力 の 向 上 に 関 す る 特 別 チ ー ム

国 語 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

外 国 語 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

社 会 ・ 地 理 歴 史 ・ 公 民 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

総 則 ・ 評 価 特 別 部 会

平
成
２
７
年
８
月
２
６
日

教
育
課
程
部
会
了
承



言語能力の向上に関する特別チームにおける検討事項 

 
 
 
１．「国語科」及び「外国語科・外国語活動」を通じて育成すべき言語能力について 
 ・育成すべき資質・能力の可視化について 

ⅰ）何を知っているか、何ができるか（個別の知識・技能） 
ⅱ）知っていること・できることをどう使うか（思考力・判断力・表現力等） 
ⅲ）どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、

人間性等） 
 ・他教科における言語能力の育成との関係について 
 
２．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科」における指導内容の

系統性について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 
３．言語能力を向上させるための、「国語科」及び「外国語科」相互の連携について 
 ・目標・指導内容（当該教科において育成すべき資質・能力）等全体に関して 
 ・言語の仕組み（音声、文字、語句、文構造、表記の仕方等）に関して 
 ・ローマ字学習の取扱いについて 
 
４．効果的な指導の在り方について 
 ・教科担任制の中・高等学校における連携の在り方 
 ・短時間学習の活用 
 ・ＩＣＴ等の活用 

言語能力の向上に関する特別チーム 


